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第１章  住宅・世帯の概況 

 

ここでは，我が国の住宅・世帯の概況を過去からの推移と共にみることにする。 

 

１  総住宅数と総世帯数 
 

 

 

  平成20年10月１日現在におけ

る我が国の総住宅数は5759万戸，

総世帯数は4997万世帯となって

いる。平成15年からの増加数をみ

ると，それぞれ370万戸，272万世

帯，増加率は6.9％，5.8％となっ

ている。第１回調査が行われた昭

和23年の総住宅数は1391万戸と

なっていたので，その後の60年間

で4.1倍に増加している。 

 昭和38年以前には総世帯数が

総住宅数を上回っていたが，43

年に逆転し，その後も総住宅数は

総世帯数の増加を上回る増加を

続けている。その結果，平成20

年には総住宅数が総世帯数を 

761万上回って，１世帯当たりの

住宅数は1.15戸となっている。 

＜図１－１，付表１－１＞ 
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図１－１ 総住宅数及び総世帯数の推移

－全国（昭和33年～平成20年）
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２  居住世帯の有無 
 

 

総住宅数が総世帯数を上回る状況の

中で，居住世帯の有無別の状況をみる

と，「居住世帯のある住宅」は4960万

戸で，総住宅数の86.1％となり，空き

家，建築中の住宅などの「居住世帯の

ない住宅」は799万戸で，13.9％となっ

ている。 

居住世帯のない住宅のうち空き家に

ついて，その推移をみると，昭和33年

には36万戸となっていたが，その後一

貫して増加を続け，平成20年には757

万戸となっている。また，空き家率（総

住宅数に占める空き家の割合）は，平

成10年には初めて１割を超え，11.5％

となり,20年には，13.1％と15年に比べ

0.9ポイントの上昇となっている。 

空き家の内訳をみると,「賃貸用の住

宅」が413万戸,「売却用の住宅」が35

万戸で，それぞれ空き家全体の54.5％，

4.6％となっており，供給可能な住宅が

過半数を占めている。 

＜図１－２，図１－３，付表１－２＞ 
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図１－２ 空き家数及び空き家率の推移

－全国（昭和33年～平成20年）
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図１－３ 空き家の内訳
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